
　６年生「文字と式」では、文字の導入をどのように指導
したらよいでしょうか？

対話的で深い学びを指導しましょう。対話的で深い学びを指導しましょう。
石井康雄（前船橋市立金杉台小学校 校長）
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　初めにP26の買い物の挿絵を見て、○○や△△を使って式に表す復習をさせましょう。鉛筆１本の値
段を○○円、６本の代金を△△円とした理由を考えさせます。ここでの○○や△△は、固定した数値ではな
く、○○が変われば、△△も変わる変数であることを理解させましょう。○○や△△を使って式にするとい
う見方に抵抗がある子どもには、言葉の式「（１本の値段）×６＝（代金）」を間に入れましょう。ｘや
ｙの文字は英語活動でも目にしていますが、そのかき方はQＲコンテンツでもみることができます。
　P27では、段階的にｘやｙを導入します。㋐の表では「代金を表す式」、㋑の表では「代金」と
かかれていることに注視させ、ｘやｙ、そしてｘの値やｙの値といった新しい表現をじっくり指導
してください。このように、言葉の式を念頭におかせながら文字の使い方に慣れさせましょう。
　P28の練習問題の△△2 では、文字の式「70×ｘ＝ｙ」と表す際に、言葉の式「70円×（買う本数）
＝（代金）」を念頭におかせましょう。
　P29からは、２つの数量の関係を文字の式に表し、ｘの値に対するｙの値を表にかいて調べてい
きます。文字を導入したことによって、これまでの学習とどんな違いがあるのかを理解させましょう。
　P32からの「式のよみ方」は、前時までとは逆で、文字で表された式の見方・考え方です。確か
な定着のために、多くの子供たちに説明させましょう。まず挿絵を使ってあ、い、うがそれぞれど
んな買い方を示しているのかをノートに記述させます。そして、少し時間をおいた後、各自が記述
した買い方をよんで式をつくらせます。この両者が合致していれば正解です。このような自分自身
と対話させた深い学びを指導していきましょう。△△2 の問題の正答は、あとうの２つです。レベル
の高いよい問題ですので、答えとその理由までしっかり言わせましょう。
　P33の三角形や台形の問題は中学校数学でも指導します。ここでも、文字の導入で使用した、言
葉の式を念頭におかせましょう。具体的には、ａが公式の何に相当し、８や５や４が何に相当する
かを意識させることです。
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　６年生「分数×整数、分数÷整数」では、面積図の使い
方をどのように指導したらよいでしょうか？
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　面積図の意味を理解させるために、かけ算九九からの指導を勧めます（下図を参照）。整数のか
け算（わり算）で、面積図を使いこなせるようになれば、分数になっても面積図を使いこなせます。
　まず、２×３で考えてみましょう。２×３の式になる問題「１個２円のあめ３個の代金」は、灰

色の部分が１個１円のあめ１個分なので、１個２
円では縦方向に２倍し、３個分として横方向に３
倍します。これが２×３の面積図です。
　面積図では、乗数（いくつ分）が大きくなるほ
ど面積は右に広がっていき、乗数が小さくなるほ
ど面積は狭くなっていきます。また、被乗数（単
位量）が大きいほど面積が上に広がり、被乗数が
小さいほど面積が狭くなります。この意味が理解
できれば、数を分数に拡張することができます。

　それでは、Ｐ37の 　 ×４の面積図について考えましょう。上の面積図の灰色の部分は１dLで
１ｍ2ぬれることを示していますが、ここでは１dLで 　 ｍ2ぬれるという前提なので、灰色の中の
赤い線で囲まれた部分がそれに相当します。そして、このペンキ４dLでぬれる面積を考えている
ので、赤い線で囲まれた部分を４倍して、青い線まで広げていきます。わり算はこの逆で、赤い線
の部分に狭めていくことになります。
　上の面積図をみると、 　 ×４、つまり青い線で囲まれた部分は、 　 が（３×４）個分になって
いることがわかります。このように、単位分数がいくつ分という見方・考え方をさせましょう。そ
のことが理解できたかどうかは、面積図のどの部分が式のどこに当てはまるかを子供たちに説明さ
せることで判断できます。かずさんやりこさんの吹き出しのような発表を、多くの子供たちにさせ
ましょう。
　P39からは、わり算です。 　 ÷２の面積図はかけ算と違い、１ｍ2の長方形に対応する下の数
直線の目盛りが２dLを表しています。ここがわかりにくいところですが、かけ算の面積図では青
い線で囲まれた部分に相当すると理解させましょう。両者を関係づけるためには丁寧な説明が必要
です。 　 ÷２の答えはりこさんとかずさんのどちらの考えでも求めることができますが、りこさ
んの考えでは、P40の 　 ÷３がうまくいきません。このとき、どうすれば計算ができるかを子供
たちに考えさせることで、主体的・対話的で深い学びにつながります。４÷３ができないので、分
子・分母に等しい数をかけても変わらないという分数の決まりを使って、分子が３で割れるような
等しい分数をつくり出します。これがP40のゆいさんの吹き出しの考え方です。ここまでを子供た
ちに発見させると、深い学びができて、納得がいくと思います。
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